
発行日　令和元年 7 月 1 日
編　集　男女共同参画情報紙編集スタッフ
　　　　（大嶋千恵子・大畑由香・
　　　　川井幸子・杉木洋子）
発　行　焼津市　市民部　市民協働課
　　　　（〒 425-8502  焼津市本町 2-16-32）
☎ 054-626-1178 kyodo@city.yaizu.lg.jp

Ⓒかわいさちこ

56号

①①①①

やいづ市男女共同参画情報紙

男女共同参画社会とは、世代や性別にかかわらず、誰もが自分らしく暮らせる社会です。

そのためにも、私たちの住む地域や身近な社会生活について、行政と市民が互いに知り、学び、考え、発信し合い、共に社会をつくって動かしていきましょう。

Ａしおかぜの紙面に隠れているカエルを見つけてみよう！全部で何匹いるかな？（答えは A しおかぜ４ページ下）
「仕事と生活の調和」の実現に向けて、ひとつ「働き方」をカエてみませんか？ ➡詳細は http://wwwa.cao.go.jp/wlb/change_jpn/index.html

働き方はどう変わる？

第３次焼津市男女共同参画

プランを策定

　「平成」の時代が幕を閉じ、「令和」の時代が始まりました。

　令和元年は、男女共同参画社会基本法が制定されてから、ちょうど20年の節目の年に当たります。平成の時代には、働き方にさまざまな変化があり、

多くの事業主や従業員が影響を受けました。平成28年には女性活躍推進法が全面施行され、一部事業主に女性の活躍推進に関する状況把握や行動計画の

策定などが義務付けられました。また、平成31年には働き方改革関連法が一部施行され、時間外労働の上限規制や、年次有給休暇の確実な取得が求めら

れるようになりました。

　これから迎える令和の時代には、働き方はどのように変化していくのでしょうか。

　市では、「男女共同参画社会の形成～ともに認め合

い一人ひとりが輝くまちをめざして～」を基本理念と

し、女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの実

アンケート対象：焼津市在住・在勤の男女

アンケート期間：令和元年５月10日～５月22日

有効回答数：男性32人、女性49人 ↑詳しくはこちら

少子高齢化による労働人口減少の加速

時間外労働の上限規制の導入

（原則：月45時間、年間360時間）

年次有給休暇の確実な取得

同一労働同一賃金へ

テレワークなど多様な勤務体系

多様な人材の活用（女性活躍推進）

週休２日制の浸透

長時間労働の常態化

就職難と非正規社員の増加

不況によるリストラ

共働き世帯の増加

プレミアム

フライデー
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サービス

　残業が増える

人手不足がより深刻に

残業代が減る

どこかにしわ寄せが

  いくのでは？

有給休暇が

　取りやすくなる
自分に合った

働き方を

　　選べる無駄な

　残業が減る

趣味を楽しめる

仕事と家庭の両立

現などの新たな社会環境の

変化に対応した第３次焼津

市男女共同参画プラン（２

０１９年度～２０２３年

度）を策

定しまし

た。
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女性

本当に

　実現できる？

「働き方改革」に関心はありますか。

私たちも働きやすく

なるかしら？

女性が活躍する職場って

どんな職場かな？
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